歩 あ おすき 

行る の 



上 

なに ごころ せど こばし あし 

何 心なく、 背戸の 小 橋 を、 向こうの 蘆へ 渡り かけて、 

思わず 足 を 留めた。 

ふ と なく ね 

不図、 鳥の 鳴 音が する。 …… いかにも 優しい、 しお 

らしい 声で、 きりきり、 きり リリ り。 

す み みぢか めさき 

その 声が、 直ぐ 耳 近に 聞こえた が、 つい 目前の 

なすば たけ ふじ まめ はかげ 

枝 や、 茄子 畑の 垣根に した 藤 豆の 葉 蔭で はなく、 

あしもと ところ 

く 足 許の 低い 処。 

そこ たど ま つ 

其処で、 立ち 佇って、 ちょっと 気 を 注け たが、 もう 

や ひつ そ さが 

留んで 寂り する。 II 秋の 彼岸 過ぎ 三時 下りの、 西 



す ねずみ 

の を、 橋杭に 鳥 は 棲むまい。 馬の 尾に 巣くう 鼠 は あ 

りと 聞け ど。 

「どうも 橋ら しい」 

たもと 

もう 一 度、 試みに 踏み 直して、 橋の 抉 へ乗リ 返す と、 

あしおと たち ま 

跫音 とともに、 忽 ち 鳴き 出す。 

(きりきりき リ、 き リリ リリリ ) 

つま ささ 

あまり 爪 尖に 響いた ので、 はっと 思って 浮 足で 飛び 

す さ ひな うぐいす ふ にじ 

退った。 その 時 は、 雛の 鶯 を 蹂み躪 つたよう にも 

思った、 傷々 しいば かり 可憐な 声 かな。 

確かに 今 乗った 下らし いから、 また 葉 を 分けて …… 

あと みぎわ 

ちょうど 二、 三日 前、 激しく 雨水の 落とした 後の、 汀 



とき ところ おか はぜ 

「こういう 時、 こんな 処へ は岡沙 魚と いうの が 出て 

遊ぶ」 

と渠は 言った。 

わ. 1 こ し 

「岡沙 魚って なんだろう」 と 私が 聞いた。 

おか す あし は 

「陸に 棲む 沙魚 なんです。 蘆の 根から 這い 上が つ て、 

そ こ きの ぼ しょう うお 

其処らへ 樹上り をす る …… 性が 魚 だからね、 あまり 

い け ねこやなぎ と 

高く は 不可ません。 猫柳の 枝 なぞに、 ちょん と 留まつ 

す あしおと 

て 澄まして いる。 人の 跫 音が するとね、 ひっそりと、 

飛んで 隠れ るんで す …… この 土手の 名物 だよ。 …… 劫 

やつ 

の 経た 奴 は 鳴く とさ」 

「なんだか 化けそう だね」 



る、 キイと 鳴る、 トン トン、 きりり と 鳴く。 

一 きり リリリ 、 

きり、 から、 きい、 から、 

きりり りり、 きいから、 きいから、) 

くれない ひ たま ろくろ こがね 

紅 の 綱で 曳く、 玉の 轆轤が、 黄金の 井の 底に 響く 

音。 

はしいた けず 

「ああ、 橋 板が、 きし むんだ。 削ったら、 名器の 琴に 

なろう もしれ ぬ」 

そこで、 欄干 を搔ぃ 擦った、 この 楽器に 別れて、 

さんさく あぜ ゆ 

散策の 畦 を 行く。 

と つぼ 

と 蘆の 中に 池 …… というが、 やがて 十 坪ば かりの 



くぼち しお 

窪地が ある。 汐が 上げて 来た 時ば かり、 水を湛 えて、 

C ！ -ま まォ 

真水に は 干て 了う。 池の 周囲 はお どろお どろと 蘆の 葉 

おおわらわ まんなか どころ かっぱ 

が 大童で、 真中 所、 河童の 皿に びちゃびちゃと 水 を 

た ひがた こうお 

溜めて、 其処 を、 干潟に 取り残された 小魚の 泳ぐ のが 

ふだん こども そで ゆ みずいた ずら か 

不断で あるから、 村の 小児が 袖 を 結って 水 悪戯に 搔き 

まわ 

廻す。 …… やどかり も、 うようよ いる。 が、 真夏な ど 

しばらく たえま かた 

は 暫時の 汐の絶 間に も 乾き 果てる、 壁の ように 固まり 

いなずま ひ び はい ひとしお た ごえが わ 

着いて、 稲妻の 亀裂が 入る。 さっと ー汐、 田 越 川へ 上 

げて 来る と、 じゅうと 水が 染みて、 その 破れ目に ぶつ 

ぶつ 泡立って、 やがて、 満々 と 水を湛 える。 

しお はい ぬ 

汐が 入る と、 さて、 さすがに 濡れずに は 越せない か 



立った の を、 ひよ い、 と 気な しに 被ったら しい。 

ふッ、 と 言いそう な その 容体。 泡 を 払う がごと く、 

むくり と 浮いて 出た。 

うち ひと もと き さかて 

その内、 一本 根から 断って、 逆手に 取った が、 くな 

やつ どうなか や 

くな した 奴、 胴中 を 巻いて 水分 かれ を さして 遣れ。 

で、 密と 離れた 処 から 突 ッ 込んで、 横 寄せに、 そろ 

りと 寄せて、 這 奴が 夢中で 泳ぐ 処を、 すいと 搔き あげ 

ると、 つるり と 懸かった。 

じゅんさい から しずく 

蓴菜 が搦ん だよう にみ えたが、 上へ 引く I 卞と とも 

に、 つるつると、 にって、 もう 何にもなかった。 

たこ ひとだま たいさん 

「艄の 燐火、 退散 だ」 



しだいに 水 は 増して 来た。 映る 影 は 人 も 橋 も 深く 沈ん 

は げんむ じさ かさ みね 

だ。 早 や、 これで は、 玄武寺 を 倒に 投げう つても、 峰 

みなそこ つか 

は 水底に 支えまい。 

まろ わたつみ うしお 

蘆の まわりに、 円く 拡がり、 大洋の 潮 を 取って、 穂 

たきつ せ みす じ ゆ かわづら そそ こ 

先に 滝津 瀬、 水 筋の 高くな り 行く 川面から 灌ぎ 込む の 

ひと も い っぽう ぐち い っぽう ぐち 

が、 一 揉み 揉んで、 どうと 落ちる …… 一 方 口 〔#「 一 方 口」 

いつぼう ぐち みち さっさつ 

は 底本で は 「方 口 匕 の はけ 路 なれば、 橋の 下 は颯々 と 

あぜ うず そ こ 

瀬に なって、 畦に 突き当たって 渦 を 巻く と、 其処の 蘆 

は、 裏 を 乱して、 ぐるぐ ると 舞う に 連れて、 穂 綿が、 

うすくれ あお 

はら はらと 薄暮 あい を 蒼く 飛んだ。 

(さつ、 さつ、 さつ、 



しゅ つ、 しゅ つ、 しゅ つ、 

エイ さ、 エイ さ！) 

や ごえ しお か 

と 矢 声 を 懸けて、 潮 を 射て 龃け るが ごとく、 水の 声 

たいまつ とも 

が 聞きな さるる。 と 見る と、 竜宮の 松 火 を 灯した よう 

に、 彼の 身体が どんより と 光 を 放った。 

白い 炎が、 影 もな く 橋に ぴたりと 寄せた 時、 水が 穂 

に 被る ばかりに 見えた。 

ぴたぴ たと 板が 鳴って、 足が ぐらぐらと したので 

私 は 飛び退いた。 土に 下りる と、 はや 其処に 水が あつ 

た。 

橋が だぶ りと 動いた、 と 思う と、 海月 は、 むくむ く 



さすがに、 ぶくぶくと 其処で 留 つた、 そして、 泡が 

い き あだ ぴかリ 

呼吸 をす るよう な 仇 光 で、 

(さ つ さっさつ。 

しゅっし ゆつ、 

さつ、 さつ！) 

えいえい ごえ つとむ けはい 

と曳々 声で、 水 を 押し上げようと 努力る 気勢。 

げんむ じ と いわおお も さつ 

玄武 寺の 頂なる 砥の ごとき 巌 の 面へ、 月影が 颯と 

さした。 —— 
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